
年末年始は、かかりつけ医も長期休診となり、急な発熱や

帰省中の思わぬケガなどがあると対応に困ってしまいます。 

ファミリー健康相談は、年末年始も24時間年中無休で利用

可能です。ヘルスアドバイザーや顧問ドクターが症状をお聞

きして、適切にアドバイスいたします。また、休日や年末年

始、夜間にかかれる医療機関もご案内しますので、ぜひご利

用ください。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ： 冷え対策で湯たんぽやカイロを試してみたい。正しく使用しないと、低温やけどを起こすことがあると聞いた

ことがある。通常のやけどと、どう違うのか。 

Ａ： 一般的なやけどは、熱源の温度が 70℃以上であれば、1 秒接触しただけでも皮膚にダメージが及びます。

一方で低温やけどは、44℃～50℃前後のものに皮膚が直接、数分～数時間に渡って触れ続けることでじわ

じわと熱が浸透していき、自覚症状が現れにくいのが特徴です。本人も気づかぬうちに皮膚の奥まで損傷して

いることが多く、高温によるやけどよりも重症化しやすいといわれています。 

しばらくすると赤みや痛み、水疱などが現れます。その後 2 週間位の間に、血流の悪化とともに細胞の壊死

が進み、皮膚が黒くなっていきます。また、細菌感染のリスクや、皮膚のひきつれなどの後遺症が残ることもあり

ます。低温やけどの場合、当初は見た目にそれほど変化がないことが多く、大丈夫だろうと錯覚しがちですが、

実際には皮膚の深い組織まで損傷を受けています。傷跡が残る可能性もあるので、皮膚科や形成外科など

を受診し、適切な治療を受けることが必要です。 

 ヘルスアドバイザーから、今月のひとこと！ 

ご自身やご家族の健康で気になることがありましたら、ぜひファミリー健康相談をご活用ください！
専用電話番号は組合HP「ファミリー健康相談」のバナーよりご確認ください。 
 

白内障は、目の中のレンズの役割をしている水晶体が徐々に濁ることにより、視界がか

すんだり、物が二重に見えたり、晴れた日の屋外や対向車のライトが眩しく感じるなどの症

状が出現する病気です。 

進行すれば視力が低下し、眼鏡でも矯正が難しくなります。 

様々な原因で起こりますが、最も多いのは加齢性白内障で文字通り、加齢によるもの

です。一種の老化現象で、高年齢の人ほど多く発症します。 

白内障の治療は、主に薬物治療と手術です。初期の白内障は、点眼薬で進行を遅ら

せることが可能な場合もありますが、濁った水晶体を元に戻すことは難しいです。 

進行し、日常生活に支障が出て来た場合、外科手術の適応となります。濁った水晶

体を超音波で粉砕して取り除き、その代わりに人工水晶体である、眼内レンズを挿入しま

す。 

白内障は手術を受けることにより、視力の回復が見込める病気です。平均寿命が伸

び、沢山の高齢者が現役で活躍している現代社会において、視力障害は様々なトラブル

の原因にもなります。白内障手術は、高度な医療技術によって年々進歩しており、早期

の視力回復、社会復帰が可能となりました。 

目のかすみや視力が落ちたと感じる方は、早めに眼科を受診してみてください。 

2024 年 

1月 

今月のテーマは、 

〈白内障〉 

ファミリー健康相談ではこんな相談が・・・ ファミリー健康相談ではこんな相談が・・・ 


